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社
会
運
動
に
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
。」
と
、
運
動
と
組
織
の
強
化
へ

向
け
た
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
東
京
清
掃
吉
田

委
員
長
よ
り
「
清
掃
事
業
の
区
移

管
か
ら
15
年
経
ち
、
組
合
員
は

４
千
人
に
半
減
し
た
。
予
算
闘
争

の
進
め
方
も
東
京
都
時
代
と
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
良
質
な
公
共

事
業
を
提
供
す
る
主
体
の
確
立
を

各
区
当
局
に
求
め
て
お
り
、
区
議

懇
談
会
を
行
い
、市
民
の
中
へ
入
っ

て
い
く
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

９
月
以
降
、
専
従
役
員
を
５
人
に

し
、
即
時
動
け
る
体
制
を
つ
く
る
。

組
合
員
が
労
組
に
入
っ
て
い
て
よ

安倍政権の暴走を止め
更なる組織拡大を目指そう

第８回退職者会総会

　

５
月
21
日
、
清
掃
会
館
地

下
ホ
ー
ル
で
第
８
回
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

会
員
は
32
名
、
委
任
状
提
出

は
34
名
で
し
た
。

　

柳
副
会
長
の
司
会
で
開
会

し
、
昨
年
の
総
会
以
降
亡
く

な
っ
た
大
原
五
郎
さ
ん
、
穐

山
幸
英
さ
ん
、
會
場
英
人
さ

ん
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
吉
田
雅
明
さ

ん
を
選
出
。
堀
田
会
長
は「
退

職
者
会
運
動
は
、
社
会
的
領

域
へ
と
質
的
に
変
化
し
て
き

た
。
も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
、

【
２
面
へ
】

ハナショウブ

司会の柳副会長
総会議長の
吉田雅明さん

挨拶する
堀田会長

東京清掃
吉田委員長 都庁退

岡田会長
経過報告
庄司事務局長

会計報告
旅費基準提案
　戸枝会計山岸会計監査

活動方針提案
　戸張副会長

か
っ
た
と
思
え
る
体
制
を
つ
く

り
た
い
。
社
会
的
運
動
の
取
組

み
を
、
退
職
者
会
と
と
も
に
強

化
し
て
い
き
た
い
。」
と
、
激

励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
岡
田
東
京
都
庁
職
員
退
職
者

連
合
会
会
長
よ
り
、「
退
職
者

会
の
活
動
領
域
は
大
幅
に
拡
大

し
、
社
会
的
関
係
の
闘
い
が
増

え
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
極
め

て
危
険
だ
。
安
保
法
制
、
辺
野

古
新
基
地
強
行
、
原
発
再
稼
働

な
ど
許
せ
な
い
。
危
険
な
オ
ス

プ
レ
イ
が
横
田
基
地
に
配
属
さ

れ
る
。
日
本
は

１
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米
国
主
権
状
況
だ
。
高
齢
者
課
題

も
、
介
護
保
険
は
要
支
援
が
実
質

的
に
な
く
な
り
、
医
療
保
険
に
改

悪
の
動
き
が
あ
る
。
年
金
も
減
額

さ
れ
続
け
て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
極
め
て
危
険
な
制
度
だ
。
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
悪
い
世
の
中
に

な
っ
て
い
く
が
、
社
会
的
運
動
を

強
め
、
仲
間
を
増
や
し
、
孫
や
子

の
た
め
に
平
和
を
残
す
闘
い
を
続

け
て
い
こ
う
。」
と
、
力
強
い
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
昨
年
以

降
の
経
過
報
告
を
庄
司
事
務
局
長
、

会
計
決
算
報
告
を
戸
枝
会
計
、
会

計
監
査
報
告
を
山
岸
監
査
が
行
い
、

議
案
は
、
活
動
方
針
案
を
戸
張
副

会
長
、
旅
費
支
給
基
準
改
正
案
と

会
計
予
算
案
を
戸
枝
会
計
が
提
案

し
ま
し
た
。

　

例
年
と
違
っ
て
経
過
と
議
案
の

質
疑
を
一
括
で
行
い
、
辻
さ
ん
と

根
本
さ
ん
か
ら
、「
①
旅
費
は
個
人

ご
と
の
交
通
実
費
が
反
映
さ
れ
る

手
法
を
採
れ
な
い
か
、
②
Ｅ
メ
ー

ル
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
、
③
退

職
者
会
は
現
役
を
支
え
て
地
域
運

動
を
行
う
こ
と
が
重
要
。
廃
棄
物

問
題
に
つ
い
て
退
職
者
会
と
し
て

も
考
え
て
い
く
べ
き
。」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意

見
を
含
め
、
今
後
の
運
動
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
参
加
し
た
新
会
員
を
紹

介
し
た
の
ち
、
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
確
認
し
、
堀
田
会
長
の
音
頭
で

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
、
第
８

回
定
期
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
き
、
恒
例
の
懇
親
会

に
移
り
ま
し
た
。
安
倍
政
権
に
対

す
る
闘
い
や
、
地
域
の
こ
と
、
健

康
の
こ
と
ま
で
幅
広
い
話
題
で
盛

り
上
が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
仲
間
同

士
で
話
す
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。庄司事務局長の乾杯音頭で懇親会を開始

　

小
林
事
務
局
次
長
よ
り
、
４
月

28
日
の
第
５
回
幹
事
会
の
日
に「
辞

任
届
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。「
一

身
上
の
都
合
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
健
康
上
の
理
由
に
つ
い
て
口

頭
で
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
再
建
以
来
、
事
務

局
次
長
、
会
計
監
査
を
７
年
に
わ

た
り
歴
任
し
て
き
ま
し
た
。

　

慰
留
に
努
め
ま
し
た
が
、
翻
意

で
き
ず
、
返
す
返
す

も
残
念
で
は
あ
り
ま

城北大空襲被災証言集第二集
　1945 年４月の城北大空襲は、死者 2,500 名もの大
被害をもたらしました。会員の吉田雅明さんが参加し
ている「４・13 根津山小さな追悼会」は、城北大空
襲を語り継ぎ、20年に亘り追悼会を行ってきました。

　戦後 70 年を迎える
今、再び戦争への道が
開かれる危険に満ち満
ちています。今回紹介
する「城北大空襲被災
証言集第二集」は、戦
争の悲惨さと平和の尊
さをリアルに認識でき
る貴重な資料です。
　頒価は千円です。申
込みを希望する方は吉
田雅明さん（電話 090
–1663–4538、FAX03
–3957–8442）へ連絡
ください。

す
が
、
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
と

し
、
第
８
回
定
期
総
会
の
日
に
臨

時
幹
事
会
を
開
い
て
小
林
事
務
局

次
長
の
退
任
を
確
認
し
、
定
期
総

会
の
経
過
報
告
の
中
で
報
告
し
ま

し
た
。

　

後
任
は
、
三
役
で
検
討
し
て
お

り
、
７
月
の
第
１
回
幹
事
会
ま
で

に
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
林
事
務
局
次
長
が
退
任
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止めよう！辺野古新基地 安倍の雇用破壊阻止！

ＮＯ ＮＯ

　

５
月
24
日
、
沖
縄
・
辺
野
古
の
海
を
象

徴
す
る
「
青
」
を
身
に
つ
け
た
１
万
５
千

人
が
、
国
会
を
包
囲
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
か
け
つ
け
た
稲
嶺
・
名
護
市
長

は
「
政
府
は
前
知
事
の
承
認
を
タ
テ
に
工

事
を
強
行
し
て
い
る
が
、
本
工
事
で
は
改

め
て
知
事
の
承
認
が
必
要
な
の
で
、
新
基

地
は
で
き
な
い
。」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
選
出
国
会
議
員
や
東
京
・
神
奈
川

の
基
地
反
対
運
動
か
ら
の
訴
え
な
ど
に
続

き
、
２
回
、
全
員
で
手
を
つ
な
い
で
国
会

を
包
囲
。「
辺
野
古
に
基
地
を
作
る
な
！
」

「
普
天
間
基
地
は
即
時
閉
鎖
し
ろ
！
」「
政

府
は
沖
縄
の
声
を
聞
け
！
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
、
日
比
谷
野
音
で
、
日
本
労

働
弁
護
団
等
が
呼
び
か
け
た
「
取
り
戻
そ

う
★
生
活
時
間
と
安
定
雇
用
～
許
す
な
！

雇
用
破
壊
～
５･

14
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
開

か
れ
、
連
合
・
全
労
連
・
全
労
協
・
中
立

の
全
労
組
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
労
働
時
間
の
規
制
を
取

り
払
う
「
改
定
労
働
基
準
法
」
と
、
不
安

定
な
派
遣
労
働
を
固
定
化
す
る
「
改
定
労

働
者
派
遣
法
」
を
国
会
に
上
程
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
雇
用
破
壊
法
案
で
す
。
夫
を

「
過
労
自
殺
」
で
奪
わ
れ
た
遺
族
が
「
残

業
代
ゼ
ロ
で
は
な
く
、
過
労
死
ゼ
ロ
に
し

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。
安
倍
は
労
働
者
の
声
を
聞
け
！

日
比
谷
野
音
で
開
か
れ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
石
川
一
雄
さ
ん

は
、「
寺
尾
判
決
以
後
最
大
級
の
山

場
と
思
っ
て
い
る
。」
と
強
い
決
意

を
述
べ
、石
川
早
智
子
さ
ん
は
、「
志

布
志
事
件
で
は
、
司
法
が
損
害
賠

償
ま
で
命
令
し
た
。
光
が
見
え
て

い
る
。
証
拠
リ
ス
ト
の
開
示
が
あ

り
、
風
が
吹
い
て
い
る
。
今
年
は

勝
負
の
年
。」
と
発
言
。

　

中
山
主
任
弁
護
人
か
ら
は
、「
１

月
３
日
に
意
識
不
明
に
な
り
救
急

車
で
運
ば
れ
た
が
、
３
月
に
復
帰
。

５
月
末
の
三
者
会
議
に
も
出
る
。」

元
の
略
図
が
出
た
が
、
警
察
が
略

図
に
線
を
書
き
入
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
再
捜
査―
万
年
筆
発
見
と

い
う
証
拠
偽
造
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
厚
労
省
村
木
さ
ん
へ
の
権
力

犯
罪
と
同
じ
だ
。
東
京
高
検
だ
け

で
な
く
、
埼
玉
県
警
や
浦
和
地
検

の
証
拠
も
求
め
る
。」
と
報
告
。

　

鎌
田
慧
さ
ん
は
、「
高
浜
原
発
再

稼
働
差
し
止
め
判
決
で
、
富
山
地

裁
は
『
住
民
の
人
格
権
の
侵
害
』

と
い
う
勇
気
を
持
っ
た
判
決
を
出

し
た
。
不
当
逮
捕
52
年
、
何
と
し

て
も
再
審
を
。」と
訴
え
た
。（
西
田
）

　

５
月
21
日
、
狭
山
事
件
の

再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
が

と
力
強
い
挨
拶
が
さ

れ
た
。

　

弁
護
団
事
務
局
長

は
、「
こ
れ
ま
で
の
証

拠
開
示
で
、
警
察
が

隠
し
て
い
た
石
川
さ

ん
が
書
い
た
部
屋
の

狭
山
事
件
、

　

今
年
は

　

勝
負
の
年
！

石川一雄さんと早智子さん

冤罪事件と闘ってきた布川事件・杉山さん
足利事件・菅家さん、布川事件・桜井さん
袴田事件・袴田さん・姉のひで子さんと
石川一雄さん

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
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止めよう！戦争立法 5.28 国会前行動で
訴える江崎参議院議員（自治労出身）

　

安
倍
政
権
は
、「
安
保
法
制
」
を

今
国
会
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て

お
り
、
日
本
が
戦
争
を
で
き
る
国

に
な
る
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

５
月
12
日
、
闘
い
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
「
許
す
な
！
戦
争
法
案
・

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

５
・
12
集
会
」
が
日
比
谷
野
音
で

開
か
れ
、
台
風
が
接
近
す
る
中
、

３
千
人
が
参
加
し
、「
戦
争
を
す
る

国
に
さ
せ
な
い
！
」「
平
和
を
守
ろ

う
！
」
等
と
元
気
よ
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
銀
座
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
、
ゲ
ス
ト
の
埼
玉
大
名

誉
教
授
の
暉
峻
淑
子
さ
ん
が
、「
い

ま
は
戦
前
の
空
気
と
似
て
い
る
。」

「
も
し
自
衛
隊
が
海
外
に
出
て
一
人

で
も
死
ん
だ
ら
、
社
会
の
空
気
が

い
っ
ぺ
ん
に
変
わ
り
、
戦
争
反
対

を
言
う
こ
と
は
死
ん
だ
人
に
失
礼

だ
、
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
と
言
わ
さ
れ
る
雰
囲
気

が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
れ
が
恐
い
。」

と
訴
え
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

５
月
21
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
の

夜
、「
止
め
よ
う
！
戦
争
立
法
国

会
前
行
動
」
が
取
組
ま
れ
て
い
ま

　

国
会
審
議
の
中
で
、
安
倍
政
権
の

傲
慢
で
卑
劣
な
姿
勢
が
次
々
と
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
安
保
法

制
」
そ
の
も
の
も
デ
タ
ラ
メ
と
ウ
ソ

に
塗
り
固
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

代
表
例
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

■
新
三
要
件
は
旧
海

軍
三
要
件
と
瓜
二
つ

　

武
力
行
使
新
三
要
件
（
①
我

が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国

民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ

る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態
、

②
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適

当
な
手
段
が
な
い
、
③
武
力
の

行
使
は
、
事
態
に
応
じ
合
理
的

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
）

は
、
旧
海
軍
「
軍
艦
外
務
令
解

説
」
の
三
要
件
（
①
国
家
ま
た

は
国
民
に
対
し
、
急
迫
せ
る
危

害
あ
る
こ
と
、
②
危
害
を
除
去

す
る
に
、
他
に
変
わ
る
べ
き
手

段
な
き
こ
と
、
③
危
害
を
排
除

す
る
に
、
必
要
な
る
程
度
を
超

え
ざ
る
こ
と
）
に
瓜
二
つ
で
す
。

　

当
時
の
軍
も
自
衛
権
を
「
我

が
国
の
国
土
が
攻
撃
さ
れ
た
と

き
に
は
じ
め
て
反
撃
で
き
る
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
旧
海
軍

三
要
件
は
、
自
衛
権
行
使
の
拡
大
を

目
的
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
満

州
事
変
が
正
当
化
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん

戦
線
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。「
新

三
要
件
」は
歯
止
め
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
米
輸
送
艦
に

　

日
本
人
は
乗
れ
な
い

　

安
倍
は
、「
邦
人
輸
送
中
の
米
艦

の
防
護
」
を
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
説

明
し
ま
し
た
が
、ア
メ
リ
カ
軍
は
「
乗

せ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
市
民
だ
け
、

拡
大
し
て
も
カ
ナ
ダ
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
市
民
だ
け
」
と
明
言
し
て

い
ま
す
。「
ア
メ
リ
カ
人
の
奥
さ

ん
の
日
本
人
」す
ら
対
象
外
で
す
。

　

仮
に
、
ア
メ
リ
カ
と
邦
人
救
出

協
定
が
結
ば
れ
た
と
し
て
も
、
日

本
人
が
乗
っ
て
い
る
米
艦
を
攻
撃

し
た
国
の
部
隊
を
日
本
が
攻
撃
し

た
ら
、
相
手
国
に
と
っ
て
は
日
本

に
よ
る
先
制
攻
撃
で
す
か
ら
、
国

際
法
上
、
相
手
国
の
報
復
措
置
が

あ
り
得
る
わ
け
で
、
戦
争
に
突
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
機
雷
除
去
は

　

明
確
に
戦
争
行
為

　

安
倍
は
、
機
雷
除
去
に
つ
い
て

「
受
動
的
行
為
」
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
国
際
的
に
は
「
機
雷
除
去

作
戦
は
積
極
作
戦
」
と
解
釈
さ
れ

て
い
ま
す
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
機

雷
除
去
を
行
え
ば
、
機
雷
設
置
国

か
ら
先
制
攻
撃
と
み
な
さ
れ
て
、

戦
争
状
態
に
突
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
海
上
防
護
を
自
衛
隊
が
行

え
ば
海
外
派
兵
で
あ
り
、
民
間
商
船

に
自
衛
隊
が
護
衛
を
つ
け
た
時
か

ら
、
民
間
商
船
は
軍
事
目
標
に
な
り
、

攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
出
ま
す
。

戦争させない
す
。
６
月
15
日
か
ら
毎
日
、

国
会
前
坐
込
み
も
行

わ
れ
、
６
月
14
日
と

23
日
、
24
日
に
は
大

き
な
行
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
何
と
し
て
も
「
戦

争
法
案
」
を
廃
案
に
追
い

込
む
べ
く
、
退
職
者
会
も

精
一
杯
行
動
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
戦
争
法
案
」
を
廃
案
に
追
込
も
う
！

安倍政権のウソを暴く


